第２学年２組　道徳学習指導案
日　時　令和〇年〇月〇日（〇）第〇校時

場　所　1階　2年2組　教室

生徒数　男子18名　女子12名　計30名

授業者　○○　○○
1 主題名　友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合う。

【内容項目2－(3)】
資料名　ケツメイシ「仲間」
2　主題設定の理由

(1)　ねらいとする道徳的価値について
中学生は、段々と互いに心を許し合える友達を真剣に求め始め、親や教師に多くのことをゆだねてきた時期から脱し，独立しようとする発達の段階にある。それゆえ，考え方や価値観の違いを強く意識するようになり，心の底から本音で話せる友達を得たいと願ったりする気持ちが高まってくる。その反面、小さなことから感情の行き違いで友人関係が崩れたり、最初から一定の距離をとった関係しかもたない子どもが出てくる。感情が複雑に入り交じる年齢だからこそ、真の友情や尊さについて理解を深める必要がある。友達のよさを発見し，信頼が基盤となる友情が、人間としての生き方の自覚を深める上でいかに尊いものであるかという道徳的な価値を見出したい。
(2)　生徒の実態について
　　本学級は、全体的に元気であり、正義感の強い生徒が多い。教師との距離も近く、とても仲が良く、楽しく生活ができている。また、お互いに助け合うことができ、給食準備や清掃にもしっかりと取り組むことができる学級である。その反面、中学校生活に対する緊張感がなくなってきている。休み時間中にも仲間をけなすような言動が行き交ったり、仲間に対して、きつく当たったりする様子が見られる。感情の行き違いで友人関係が崩れるのを事前に防いでいきたいという思いと、学級全体が思いやりの気持ちを持って行動してほしいという願いから、本主題を設定した。
(3)　資料について
　　資料の曲は約6分間である。曲による掲示は、単なる文字による掲示ではなく、メロディーに乗せることによりメッセージが心の琴線に共鳴しやすくなることを期待したい。普段何気なく聞いている曲であるが「詩の深さ」を感じ、「曲」を道徳的視点で聞く基盤を育成していく。曲の掲示は展開の後半に位置付け、意見交換の時間を確保する。授業後も曲を繰り返し聴き、長い間「仲間」が心にとどまることを期待する。生徒が大人になり、ふと「仲間」を聴いたとき、中学時代に学習したことを思い出して欲しい。
3　ねらい
　　ケツメイシ「仲間」から、互いに励ましたり、高め合ったりするような仲間の大切さを感じ取る。
　
4　展開
	
	学習過程と発問
	予想される反応・生徒の活動
	指導上の留意点

	導
入

9
分
	1．主題の提示
学級写真を掲示し、友達と仲間

の違いを考える。

発「友達と仲間はどう違うと思いますか？」

ワークシートの配布

発手が止まってしまう人は、実際にみんなの友達の良いところを考えてみてください。

	反「仲間の方が親しい」
　「仲間の方が人数が多い」

9つの枠に記入する。

反
・勉強を教えてくれる友達
・話を聞いてくれる友達
・9つ書き込めない(多数)
	○深入りは避ける
○友達と仲間の違いを具体化する。
○1番欲しいと思う友達・仲間を真ん中の太枠に書く。
○具体的な場面をいくつかあげて想像しやすくする。

　(行事・休み時間・教室)



	展

開

3

6
分


	
残り時間を知らせる。

考えが変わった生徒数人に発表させる。

ムービーで流す①

ワークシートの配布。
ムービーで流す②

	自分と同じ意見の枠にサインをしてもらいながら歩く。
反
・やっぱり自分はこうかな…
・確かにこういう友達の方がいいなと思った。
・変わらない。(多数)
印象に残った歌詞にマーカーで線を引く。
反
・こんなクラスにしたい。
・高め合える友達。
	○二人以上サインをしてもらったら○をつけビンゴを目指す。
○孤立生徒への配慮を行う。
○変化した生徒をチェックする。
①は歌詞映像に全員で注目させ、②はワークシートを配布したうえで曲を聴かせ、感銘を受ける歌詞に線を引く。
机間重視で指名する生徒を決めておく。

	まとめ
5
分
	
教員の説話。
発 求める友達像のような人になれていますか。
	反
・仲間を大切にしたい。
・大切なことに気づけた。
	友情【2－(3)】という価値を押し付けない。


5　評価の観点(ワークシート)
友情の尊さを理解し、心から信頼できる仲間をもち、互いに励まし合ったり、高め合ったりする関係を作りたいという気持ちを持っている。
6　板書計画






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7　感想について
　最後の感想記入は短冊へ記入させ、家庭や生徒間で多様な意見・考えを共有するため、学級通信として活用する。(使用例は最終ページに添付)

～仲間～
　　　　組　　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
こんな友達・仲間がほしい！
太線の九つの枠の中に、自分の考えを書きましょう!!
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同じ考えが一つもなかった友達にはここにサインしてもらいます。

友達の考えを聞いて・・・　どんな友達・仲間がほしいですか…?


「仲間」を聴いて・・・　　どんな友達・仲間がほしいですか…?


「仲間」/ケツメイシ
　　　　　　組　　　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別に怒ってなんかないよ　ただお前のあきらめた姿がキライなだけ

下を向いてないで次はガンバレよ　結果より気持ちだろ　オレらに必要なのは

頭抱えないで 　まわりを見てごらん　君が素直に頼れば 支えるから
つらいときはそっと後ろを見てごらん　オレ達が うなずいてあげるから

楽しい時だけが仲間じゃないだろ オレ達は　共に悔しがり 
共に励まし合い 生きてゆく笑顔の日々を

お前の小さい背中見たかね　お前だからこそ　余計な事言いたかね

欲しいのはなぐさめ? 傷のなめ合い?　安っぽいそんな事 俺にはやれない

とかくとやかく　言いたくはないくだらない言い訳も聞きたくない　

オレも悔しい　分かってんだろ?　皆見えないとこで戦ってんだよ

どうしようもない時は俺らだろう　共に越えただろう?　やってこれただろう?

周り見ろいるぜ　多くの仲間　言葉はいらね　気持ち届くのだから

泣きたきゃ泣けよ　涙も汗もいつかは報われる　信じて行けよ　
いつまでたっても変わらない　お前はオレたちの仲間
悲しい時だけに泣くんじゃないだろ　オレ達は　共に立ち上がり　
共に喜び合い　支えあう涙の日々よ

お前はそこで諦めるのか?　ここまで来たのにやめるのか?

悔しかったらそっから立ち上がれ　越えてきただろ　お前のやり方で

忘れるな 俺ら友であり　ライバル　薄っぺらな関係ではないはず

だが本当きつけりゃ支えとなる　俺だけじゃない仲間　体を張る

つらい時こそのオレらで　互いに支え合って これまで　
ここからでもお前は見えてるから　本気のお前も知ってるから　

お前 笑う日 俺らも笑おう　泣く日あるならば共に語ろう　

そうしてここまでやってきたから　誰何言おうが 俺たちは仲間
ただ前を向いて走り続けた　お前の名前を叫び続けるよりも
前も見えなくなった時のお前の側で　共に笑ってあげるよ　
楽しい時だけが仲間じゃないだろ　オレ達は

共に悔しがり　共に励まし合い　生きてゆく笑顔の日々を　
悲しい時だけに泣くんじゃないだろ　オレ達は

共に立ち上がり　共に喜び合い　支え合う涙の日々よ

別に怒ってなんかないよ　ただお前のあきらめた姿がキライなだけ

下を向いてないで次はガンバレよ　結果より気持ちだろ　オレらに必要なのは
1．発どんな友達、仲間が欲しいですか(5分)





発自由に立って移動しながらお互いのワークシートを見せ合いましょう。(8分)





2．発もう1度考えます。どんな友達、仲間が良いか、1つだけ書きましょう。(2分)





発ケツメイシの「仲間」という曲を聴きます。(15分)





3．発曲を聴きましたが、最後にもう1度聞きます。どんな友達・仲間が欲しいですか(5分)





発今日の授業の感想を短冊に書きましょう。(7分)











　　拡大ワークシート(説明に用いる)





１


・楽しい友達


・明るい友達


２


・協力しあう仲間


・応援してくれる友達


３


・互いに高め合う仲間


・注意し合える友達


・信頼できる友達








学級の写真





友達・仲間








学級の写真
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